
修学旅行での「食物アレルギーへの対応」
先
進
的
な
取
り
組
み
か
ら
考
え
る

先
進
事
例
　
学
校

東
京
都
北
区
立
桐
ケ
丘
中
学
校

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は

原
因
食
品
は
卵
、乳
製
品
、小
麦
な
ど

宿
泊
施
設
と
綿
密
に
連
絡
、確
認

先
進
事
例
　
宿
泊
施
設

温
泉
ホ
テ
ル
中
原
別
荘

全
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
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修
学
旅
行
で
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
へ
の
対
応
」
だ
。

こ
こ
で
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
学

校
、
宿
泊
施
設
、
受
け
入
れ
地
域
、
旅
行
会
社
の
事

例
か
ら
、
そ
の
適
切
な
対
応
策
を
考
え
る
。

温
泉
ホ
テ
ル
中
原
別
荘

今年の修学旅行での食事の様子
（アレルギーを持つ生徒ではない）

特定原材料等品目除去メ
ニューの１泊目

　
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
に

よ
る
と
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

と
は
食
物
に
よ
っ
て
、

蕁
麻
疹

じ
ん
ま
し
ん

や
湿
疹
、
嘔
吐

お
う
と

、
下

痢
、
せ
き
、
ゼ
ー
ゼ
ー

（
喘
鳴

ぜ
ん
め
い

）
な
ど
の
症
状
が
免

疫
を
介
し
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
疾
患
だ
。皮
膚
、呼
吸
器
、

循
環
器
、
消
化
器
な
ど
複
数

の
臓
器
に
症
状
が
出
現
す
る

と
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
呼

ば
れ
る
状
態
に
な
る
。
時
に

血
圧
低
下
や
意
識
障
害
な
ど

生
命
を
脅
か
す
危
険
な
状
態

に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
原
因

と
な
る
食
物
は
「
食
物
ア
レ

ル
ゲ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
本
体

は
食
物
中
の
タ
ン
パ
ク
質

だ
。
原
因
食
物
は
ゼ
ロ
歳
で

は
鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
の
順

で
多
く
、
３
品
目
で
全
体
の

９
割
を
占
め
る
。１
歳
以
降
、

鶏
卵
と
牛
乳
の
頻
度
は
急
速

に
減
り
、
学
童
期
で
は
甲
殻

類
、果
物
類
が
問
題
と
な
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
病
型

に
よ
っ
て
発
症
年
齢
や
原
因

と
な
り
や
す
い
食
物
の
種

類
、
食
べ
て
も
症
状
が
出
な

く
な
る
耐
性
を
獲
得
す
る
可

能
性
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
な
ど
に

違
い
が
あ
る
。
食
物
で
症
状

が
出
て
も
免
疫
が
関
与
し
て

い
な
い
場
合
は
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
で
は
な
い
。

　
多
く
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

は
「
Ｉ
ｇ
Ｅ
」
と
呼
ば
れ
る

抗
体
と
食
物
ア
レ
ル
ゲ
ン
が

反
応
し
て
症
状
が
誘
発
さ
れ

る
。
食
物
を
摂
取
し
て
２
時

間
以
内
に
症
状
が
出
現
す
る

場
合
を
便
宜
的
に
即
時
型
、

そ
れ
以
降
の
場
合
を
非
即
時

型
と
し
て
い
る
。

　
「
食
物
経
口
負
荷
試
験
」

は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
も

確
実
な
診
断
法
で
、
原
因
食

物
の
判
定
や
除
去
の
解
除
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
経
過
や

検
査
デ
ー
タ
を
参
考
に
リ
ス

ク
を
評
価
し
て
適
用
が
決
定

さ
れ
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
は
適
切
な
ア
レ
ル

ゲ
ン
診
断
を
受
け
、
最
小
限

の
除
去
を
正
確
に
行
っ
て
、

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
必

要
な
栄
養
を
摂
取
し
て
豊
か

な
食
生
活
を
保
つ
こ
と
が
基

本
だ
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
症
状

の
出
方
や
重
症
度
に
個
人
差

が
あ
り
、
原
因
と
な
る
食
物

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
種
類
、
量
、

品
目
数
、
耐
性
獲
得
の
時
期

な
ど
も
人
に
よ
り
異
な
る
。

医
療
機
関
で
診
察
や
検
査
を

受
け
医
学
的
な
根
拠
に
基
づ

い
た
治
療
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
。

　
日
本
学
校
保
健
会
が
全
国

の
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
を
対

象
に
「
学
校
生
活
に
お
け
る

健
康
管
理
に
関
す
る
調
査
」

を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ

る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

罹
患

り
か
ん

者
は
平
成

年
度
、「
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉
症

を
含
む
）
」
が

・
８
％
、

「
ぜ
ん
息
」
が
５
・
８
％
、

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」
が

４
・
９
％
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
性

結
膜
炎（
花
粉
症
を
含
む
）」

が
５
・
５
％
、「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
」
が
４
・
５
％
、
「
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
が
０
・


％
だ
っ
た
。
こ
れ
を
平
成


年
度
と
比
較
す
る
と
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
は
増
加
し
、
ぜ
ん
息
は
横

ば
い
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
て
の
児
童
生
徒
が
、
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
た

め
の
取
り
組
み
は
、
全
て
の

学
校
で
必
要
だ
。

　
原
因
と
な
り
や
す
い
食
品

の
順
位
は
頻
度
が
高
い
食
品

か
ら
卵
、
乳
製
品
、
小
麦
、

甲
殻
類
（
エ
ビ
や
カ
ニ
）
、

果
物
類
、
そ
ば
、
魚
類
、
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
、魚
卵
、イ
ク
ラ
、

大
豆
、
木
の
実
の
順
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
に
よ

っ
て
異
な
る
。
６
歳
ま
で
は

鶏
卵
、
乳
製
品
、
小
麦
が
多

く
、
そ
の
後
は
加
齢
と
と
も

に
、そ
ば
、甲
殻
類
、果
物
、

魚
介
類
な
ど
が
増
え
る
。

　
欧
米
で
は
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が

最
も
多
い
原
因
ア
レ
ル
ゲ
ン

だ
。
日
本
で
も
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

ア
レ
ル
ギ
ー
の
患
者
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。

　
原
因
食
品
は
個
人
個
人
で

異
な
る
の
で
自
分
の
原
因
の

食
品
を
明
ら
か
に
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
一
般
的
に
校
外
活
動
な
ど

で
は
日
常
に
比
べ
て
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
症
状
誘
発
が
起

き
や
す
い
状
況
と
い
え
る
。

過
去
に
起
き
た
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
の
主
な
事
例
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
（
東
京
都

教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
義

務
教
育
課
発
行
「
学
校
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
ヒ
ン
ト

事
例
集
」
か
ら
）

　
●
宿
泊
施
設
の
食
事
の
際

に
手
違
い
で
対
象
生
徒
に
ア

レ
ル
ギ
ー
原
因
食
物
が
混
入

し
て
い
た
の
を
担
任
が
喫
食

前
に
確
認
し
、
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
。

　
●
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
生
徒

が
修
学
旅
行
時
の
班
行
動
中

に
卵
の
入
っ
た
お
好
み
焼
き

を
食
べ
そ
う
に
な
っ
て
、
他

の
生
徒
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
の

情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
た
た

め
、
同
じ
班
の
生
徒
が
気
付

い
た
。

　
●
遠
足
の
出
発
時
に
緊
急

時
の
注
射
薬
「
エ
ピ
ペ
ン
」

を
処
方
さ
れ
て
い
る
児
童
が

エ
ピ
ペ
ン
を
持
参
し
て
い
る

か
確
認
し
た
と
こ
ろ
何
人
か

が
忘
れ
て
い
た
。
保
護
者
に

電
話
連
絡
し
て
学
校
に
持
っ

て
き
て
も
ら
っ
た
。

　
校
外
活
動
で
の
対
策
の
柱

は
食
事
の
配
慮
と
緊
急
時
の

受
診
先
の
確
認
、
確
保
だ
。

食
事
の
配
慮
で
は
、
事
前
に

宿
泊
先
と
連
絡
を
取
り
、
そ

の
児
童
、
生
徒
の
重
症
度
に

合
わ
せ
た
最
大
限
の
配
慮
を

依
頼
、
調
整
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
こ
の
調
整
や
確
認
に

は
保
護
者
を
交
え
て
十
分
に

情
報
を
交
換
し
、
対
応
を
検

討
す
る
。
話
し
合
い
を
始
め

る
前
に
宿
泊
先
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
受
け
入
れ
実
績
を
確

認
す
る
と
良
い
。
対
応
に
慣

れ
て
い
な
い
宿
泊
先
で
は
思

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
傾
向

が
あ
る
。

　
宿
泊
を
伴
う
校
外
学
習
の

方
法
は
多
様
化
し
て
い
る
。

子
ど
も
と
教
職
員
が
別
の
場

所
で
食
事
を
と
る
場
合
が
あ

り
、
滞
在
先
へ
の
十
分
な
情

報
提
供
と
実
際
の
対
応
策
の

確
認
と
共
に
緊
急
時
の
体
制

や
連
絡
体
制
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
。

　
学
校
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
の
対
応
の
柱
と
し
て
は
、

次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
１
点
目
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
理
解
と
正
確
な
情
報

の
把
握
、
共
有
だ
。
各
疾
患

の
特
徴
の
理
解
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
上
で
、
医
師
の
診

断
に
基
づ
い
た
児
童
、
生
徒

の
状
態
の
把
握
を
行
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
本
学
校
保

健
会
が
発
行
し
た
「
学
校
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る

取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
文
部
科
学
省
監
修
）
の
理

解
と
「
学
校
生
活
管
理
指
導

表
」
の
活
用
を
徹
底
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　
２
点
目
は
、
日
常
の
取
り

組
み
と
事
故
予
防
。「
学
校
生

活
上
の
留
意
点
」
を
踏
ま
え

た
日
常
の
取
り
組
み
と
組
織

で
対
応
す
る
こ
と
が
、
事
故

予
防
に
つ
な
が
る
。
具
体
的

な
対
応
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。

　
３
点
目
は
、
緊
急
時
の
対

応
だ
。
日
頃
か
ら
の
準
備
が

必
要
。
一
部
の
教
職
員
だ
け

で
な
く
、
全
教
職
員
が
緊
急

時
に
組
織
的
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
「
研
修
会
、
訓
練

な
ど
の
実
施
」
「
体
制
の
整

備
」
が
必
要
だ
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応

の
原
則
は
、
文
部
科
学
省
の

「
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
指
針
」
に

よ
る
と
次
の
通
り
。

　
●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有

す
る
児
童
生
徒
に
も
、
給
食

を
提
供
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
安
全
性
を
最
優
先
と
す

る
。

　
●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

委
員
会
な
ど
に
よ
り
組
織
的

に
行
う
。

　
●
「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、

医
師
の
診
断
に
よ
る
「
学
校

生
活
管
理
指
導
表
」
の
提
出

を
必
須
と
す
る
。

　
●
安
全
性
確
保
の
た
め
、

原
因
食
物
の
完
全
除
去
対
応

（
提
供
す
る
か
し
な
い
か
）

を
原
則
と
す
る
。

　
●
学
校
や
調
理
場
の
施
設

設
備
、
人
員
な
ど
を
鑑
み
無

理
な
（
過
度
に
複
雑
な
）
対

応
は
行
わ
な
い
。

　
●
教
育
委
員
会
な
ど
は
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
一
定
の
方
針
を
示
す
と
と

も
に
、
各
学
校
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
。

　
（
協
力
＝
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
健
康
教
育
・

食
育
課
）

千葉校長

　
創
業
明
治

年
の
温
泉
ホ

テ
ル
中
原
別
荘
は
、
鹿
児
島

市
の
中
心
に
建
つ
。
徒
歩
圏

内
に
西
郷
隆
盛
銅
像
や
鹿
児

島
県
立
博
物
館
な
ど
も
あ

り
、
薩
摩
の
歴
史
・
文
化
を

学
ぶ
た
め
の
拠
点
と
し
て
最

適
だ
。
客
室
は

室
で
、
学

生
３
８
０
人
を
収
容
で
き

る
。
修
学
旅
行
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
年
間
約

１
０
０
校
、
約
１
万
２
千
人

が
宿
泊
す
る
。

　
修
学
旅
行
で
の
食
事
は
、

薩
摩
の
郷
土
料
理
で
あ
る
豚

骨
や
さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
に
加

え
、
若
者
に
人
気
の
メ
ニ
ュ

ー
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒

で
も
気
兼
ね
な
く
食
事
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
メ
ニ
ュ
ー

も
そ
ろ
え
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

生
徒
は
年
々
増
加
し
、
同
館

が
受
け
入
れ
る
修
学
旅
行
生

の
う
ち
約
１
割
を
占
め
る
。

ま
た
生
徒
１
人
が
持
つ
ア
レ

ル
ギ
ー
原
材
料
数
も
増
え
て

き
て
お
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
へ
の
対
応
は
同
館
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
だ
。

　
こ
れ
ま
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
は
、
旅
行
会
社
か
ら

入
手
し
た
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ

ー
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
ご
と
に

ア
レ
ル
ギ
ー
原
材
料
を
取
り

除
い
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し

て
い
た
。
修
学
旅
行
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
者
は
毎
日

人
を
超
え

る
。
カ
レ
ー
を
例
に
あ
げ
る

と
、
数
種
類
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
カ
レ
ー
を
準
備
す
る
日

も
多
々
あ
っ
た
と
い
う
。

　
同
館
で
は
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
よ
る
事
故
が
起
き
る

の
は
主
に
①
打
ち
合
わ
せ
時

の
ミ
ス
②
打
ち
合
わ
せ
た
内

容
を
調
理
従
事
者
に
連
絡
す

る
時
の
ミ
ス
③
調
理
時
の
ミ

ス
④
配
膳
時
の
ミ
ス

の
四

つ
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
生
徒
が
あ
ま
り
に
も
多

い
た
め
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
応
じ
て

別
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る

「
個
別
対
応
」
で
は
こ
の
四

つ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に

よ
る
事
故
が
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
発
想
を
転
換
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
原
材
料
を
一
切
使
わ
な

い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生

徒
に
す
べ
て
に
向
け
た
「
全

体
対
応
」
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
メ

ニ
ュ
ー
は
、
１
級
フ
ー
ド
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
開
発
を

依
頼
。
管
理
栄
養
士
の
資
格

を
持
つ
大
学
講
師
が
監
修
し

た
。
作
り
上
げ
た
の
は
、
特

定
原
材
料
７
品
目
と
準
特
定

原
材
料

品
目
の
計

品
目

を
使
用
し
な
い
「
特
定
原
材

料
等

品
目
除
去
メ
ニ
ュ

ー
」
だ
。
エ
ビ
が
近
く
に
生

息
し
て
い
た
可
能
性
を
考
慮

し
て
ノ
リ
な
ど
の
海
藻
類
も

使
わ
ず
、
青
魚
ア
レ
ル
ギ
ー

の
生
徒
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
出
汁

だ

し

に
「
か
つ
お
節
」
を

使
用
し
て
い
な
い
。
味
や
、

盛
り
付
け
、
彩
り
も
一
般
メ

ニ
ュ
ー
と
比
べ
て
遜
色
の
な

い
出
来
と
な
っ
た
。

　
こ
の
開
発
に
は
鹿
児
島
県

の
「
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
の
補
助

金
を
活
用
し
た
。

　
現
在
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

た
な
い
生
徒
に
は
「
通
常
メ

ニ
ュ
ー
」
を
、
一
つ
で
も
ア

レ
ル
ギ
ー
持
つ
生
徒
に
は

「
特
定
原
材
料
等

品
目
除

去
メ
ニ
ュ
ー
」を
提
供
す
る
。

特
定
原
材
料
等

品
目
除
去

メ
ニ
ュ
ー
は
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
生
徒
の
約

％

を
カ
バ
ー
で
き
る
。

　
数
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
別

対
応
を
や
め
て
、
通
常
メ
ニ

ュ
ー
と
特
定
原
材
料
等

品

目
除
去
メ
ニ
ュ
ー
の
２
種
類

で
対
応
す
る
方
法
に
代
え
て

か
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

で
起
き
る
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故

の
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
減

少
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。
ま
た
、
調
理
ス
タ
ッ
フ

と
打
ち
合
わ
せ
ス
タ
ッ
フ
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
作
業
効

率
が
上
が
っ
て
生
産
性
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
同
館
で
は
、
宿
泊
前
に
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒

や
保
護
者
が
安
心
で
き
る
よ

う
専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
特
定
原

材
料
等

品
目
除
去
メ
ニ
ュ

ー
の
料
理
内
容
や
使
用
食
材

・
調
味
料
、
成
分
表
を
公
開

し
て
い
る
。

　
同
館
の
中
原
明
男
社
長
は

「
特
定
原
材
料
等

品
目
除

去
メ
ニ
ュ
ー
は
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
ベ
ス
ト
の
方
法

で
は
な
い
。
だ
が
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
事
故
の
リ
ス
ク
を

最
大
限
減
ら
す
可
能
性
が
あ

り
、
一
度
に
大
人
数
の
修
学

旅
行
生
を
対
応
す
る
中
で
は

有
効
だ
」
と
語
る
。

　
生
産
性
向
上
の
視
点
か
ら

も
注
目
さ
れ
、
今
年
３
月
に

厚
生
労
働
省
が
発
行
し
た

「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
生

産
性
向
上
を
図
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
取
り
組
み
事

例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
メ
ニ
ュ
ー
は
味
と
品
質
を

優
先
さ
せ
る
た
め
、
食
材
原

価
が
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
よ
り

割
高
に
な
り
ま
す
が
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提
供

に
か
か
る
打
ち
合
わ
せ
、
食

材
手
配
、
調
理
、
配
膳
等
の

個
別
対
応
作
業
が
低
減
さ

れ
、
ミ
ス
も
激
減
す
る
等
、

ト
ー
タ
ル
で
の
管
理
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
特
定
原
材
料
等

品
目
除

去
メ
ニ
ュ
ー
の
取
り
組
み
に

は
多
く
の
宿
泊
施
設
や
旅
行

会
社
、
学
校
が
関
心
を
示
し

て
い
る
。
同
館
は
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
同

じ
よ
う
に
悩
み
を
抱
え
る
宿

泊
施
設
関
係
者
の
力
に
な
り

た
い
と
し
て
、
視
察
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

と
い
っ
た
宿
泊
団
体
な
ど
が

主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

　
東
京
都
北
区
立
桐
ケ
丘
中

学
校
は
、
教
育
目
標
と
し
て

「
自
立
（
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ

ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
」
「
協
力

（
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
」
「
創
造
（
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
の
三
つ
を
掲

げ
る
。
人
間
性
豊
か
で
、
創

造
的
精
神
に
富
み
、
社
会
の

変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き

る
国
民
の
育
成
を
目
指
す
。

全
校
生
徒
は
４
５
８
人
。
素

直
で
自
由
闊
達

か
っ
た
つ

な
生
徒
が
多

い
。

　
「
学
校
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
持
つ
子
ど
も
が
増
加
し

て
い
る
。
し
か
も
、
食
材
の

種
類
が
多
い
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
。
混
在
す
る
と
と
て

も
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で

配
慮
を
要
す
る
」
と
話
す
の

は
千
葉
千
恵
校
長
。
か
つ
て

養
護
教
諭
を
務
め
て
い
た
た

め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
知
識
が
深
い
。
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
生

徒
を
救
急
搬
送
す
る
な
ど
事

故
対
応
の
経
験
も
豊
富
だ
。

　
千
葉
校
長
の
も
と
同
校
で

は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
に
万
全
を
期
す
。
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
と

そ
の
原
因
食
材
を
き
ち
っ
と

把
握
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
、
職
員
が
事
故
発
生
時
に

す
ば
や
く
対
処
す
る
た
め
の

講
習
も
行
っ
て
い
る
。

　
毎
年
、
夏
休
み
に
入
る
前

の
７
月
に
、
全
教
職
員
に
対

し
て
救
命
救
急
の
講
習
を
実

施
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
の
研
修
に
加
え

て
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ

ョ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
生
徒
を

給
食
の
後
に
教
職
員
が
見
つ

け
た
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
仕
方
を
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
形
式
で
習
得
す
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対

応
は
、
校
外
学
習
の
修
学
旅

行
で
も
欠
か
せ
な
い
。
今
年

の
修
学
旅
行
は
６
月

～


日
に
奈
良
、京
都
で
行
っ
た
。

彫
刻
、
美
術
な
ど
の
鑑
賞
も

含
め
て
歴
史
・
文
化
学
習
を

目
的
と
す
る
。
参
加
し
た
の

は
３
年
生
の
１
７
０
人
。
こ

の
う
ち

人
が
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
生
徒
だ
。
原
因

と
な
る
食
材
で
多
い
の
は
、

エ
ビ
、
カ
ニ
、
イ
カ
、
タ
コ

と
い
っ
た
甲
殻
類
や
軟
体

類
。
そ
の
ほ
か
、
そ
ば
、
ご

ま
油
や
、キ
ウ
イ
、ス
イ
カ
、

パ
イ
ン
な
ど
ウ
リ
系
、な
ど
。

千
葉
校
長
は
「
中
で
も
ナ
ッ

ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
は
非
常
に
重

た
い
の
で
、注
意
を
要
す
る
。

ナ
ッ
ツ
を
使
っ
た
五
平
餅
や

和
え
物
な
ど
は
子
ど
も
が
非

常
に
喜
ぶ
が
、
か
な
り
気
を

付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
る
。

　
修
学
旅
行
前
の
対
応
と
し

て
、
ま
ず
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
生
徒
名
と
原
因
食
材
の
リ

ス
ト
を
宿
泊
施
設
に
送
信
。

リ
ス
ト
を
も
と
に
宿
泊
施
設

が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
食
事
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
し
、
提
示
し
て

く
る
の
で
、

こ
の
食
事
メ

ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
原
因
食

材
が
ど
の
よ

う
に
除
去
さ

れ
る
の
か
を

養
護
教
諭
と

担
任
が
確
認

を
す
る
。
修

学
旅
行
の
企

画
、
手
配
は

旅
行
会
社
に

依
頼
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
打
ち
合
わ

せ
は
旅
行
会
社
を
介
さ
ず
に

学
校
と
宿
泊
施
設
が
直
接
行

う
。
「
間
に
人
が
入
れ
ば
入

る
ほ
ど
間
違
い
が
起
き
や
す

い
の
で
、
養
護
教
諭
と
宿
泊

施
設
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
担

当
者
と
い
う
一
番
分
か
っ
た

者
同
士
が
細
や
か
な
や
り
取

り
を
す
る
」
と
千
葉
校
長
。

ま
た
、
保
護
者
に
も
食
事
メ

ニ
ュ
ー
を
伝
え
て
、
安
全
性

の
確
認
を
と
る
。

　
こ
う
し
た
や
り
と
り
は
１

回
で
は
終
わ
ら
な
い
。
例
え

ば
、
エ
ビ
の
代
替
食
が
ハ
ム

に
な
っ
た
時
に
今
度
は
ハ
ム

の
成
分
表
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
保
護
者
が
聞
い
て
く
る

か
ら
だ
。
今
回
の
修
学
旅
行

で
は
、
一
番
多
い
生
徒
の
場

合
、
宿
泊
施
設
と
の
間
だ
け

で
も
５
回
の
や
り
と
り
を
し

た
。
同
じ
回
数
、
保
護
者
と

の
間
で
行
う
。
そ
の
記
録
は

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
す
べ

て
残
し
て
い
る
。
「
こ
れ
だ

け
の
や
り
取
り
を
し
な
け
れ

ば
修
学
旅
行
に
行
け
な
い
と

い
う
の
が
ど
こ
の
学
校
の
課

題
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
千

葉
校
長
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
は
２
泊

３
日
だ
っ
た
が
、
２
泊
と
も

京
都
の
旅
館
「
聖
護
院
　
御

殿
荘
」
に
宿
泊
し
た
。
も
し

宿
舎
が
２
カ
所
だ
っ
た
ら
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
打

ち
合
わ
せ
を
２
カ
所
の
宿
舎

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大

変
だ
。
連
泊
す
る
学
校
が
多

い
の
は
そ
う
い
う
理
由
も
あ

る
。

　
御
殿
荘
で
の
食
事
は
部
屋

食
。
食
事
の
時
に
は
必
ず
担

当
教
諭
が
部
屋
に
入
っ
て
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生

徒
の
所
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
御
膳
が
出
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
、
そ
の
生
徒

を
確
実
に
座
ら
せ
た
。
違
う

御
膳
を
取
ら
な
い
よ
う
に
声

掛
け
も
行
っ
た
。

　
京
都
の
町
中
で
班
別
行
動

も
実
施
し
た
が
、
こ
こ
で
も

注
意
が
必
要
だ
っ
た
。
「
事

前
に
班
ご
と
に
、
ど
こ
で
食

事
を
と
る
か
、
そ
の
時
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
生
徒

が
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
な

い
か
を
考
え
さ
せ
た
。ま
た
、

生
徒
全
員
に
食
べ
慣
れ
な
い

食
材
に
気
を
付
け
る
よ
う
指

導
し
た
。
う
ど
ん
や
豆
腐
料

理
な
ど
京
都
ら
し
い
も
の
は

い
い
の
だ
が
、
暑
い
時
期
で

も
あ
る
の
で
、
鳥
刺
し
な
ど

生
も
の
は
避
け
た
方
が
い

い
」
と
千
葉
校
長
。

　
修
学
旅
行
を
終
え
て
か
ら

の
対
応
と
し
て
は
、
行
く
３

日
前
か
ら
帰
宅
し
た
翌
日
ま

で
の
１
週
間
分
の
検
温
や
体

調
を
全
生
徒
に
記
録
さ
せ
、

学
校
に
提
出
さ
せ
た
。
「
帰

っ
て
か
ら
体
調
を
く
ず
し
た

時
に
は
電
話
を
し
て
、
食
材

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を

含
め
て
、
そ
の
後
ど
う
だ
っ

た
か
を
聞
く
。
今
回
は
け
が

も
な
く
良
か
っ
た
」
（
千
葉

校
長
）
。

　
受
け
入
れ
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
へ
の
要
望
と
し
て
、
千
葉

校
長
は
「
部
屋
ご
と
に
配
膳

す
る
タ
イ
プ
の
宿
は
、
該
当

生
徒
に
し
っ
か
り
と
御
膳
を

渡
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
す

る
。
「
仲
居
さ
ん
は
生
徒
の

名
前
を
知
ら
な
い
の
で
、
生

徒
が
『
は
い
』
と
言
っ
た
か

ら
配
っ
た
が
、
該
当
す
る
生

徒
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
起
き
る
。
そ
こ
に
ち
ゃ

ん
と
担
当
教
諭
が
行
く
。
生

徒
の
自
己
申
告
だ
け
で
な

く
、
担
当
教
諭
が
確
認
し
た

う
え
で
、
御
膳
を
渡
し
て
ほ

し
い
」
。
今
回
、
宿
泊
し
た

御
殿
荘
は
、
「
と
て
も
丁
寧

に
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
良
か

っ
た
。
京
都
の
旅
館
は
す
べ

て
嫌
な
顔
を
し
な
い
で
や
っ

て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た

い
」
。

　
ま
た
、
教
育
旅
行
を
扱
う

旅
行
会
社
に
対
し
て
は
、

「
保
護
者
か
ら
食
材
の
安
全

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
宿

の
評
判
を
よ
く
分
か
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
安
全
な
食
材

を
提
供
し
て
く
れ
る
宿
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」
と
千
葉
校

長
は
要
望
す
る
。
同
校
で
は

数
年
前
、
「
地
元
産
の
鳥
鍋

が
売
り
だ
っ
た
旅
館
を
利
用

し
た
が
、
後
に
そ
れ
が
偽
装

だ
っ
た
と
発
覚
し
て
問
題
化

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
千
葉
校
長
は
「
３
年
生
で

行
く
修
学
旅
行
は
、
今
ま
で

の
学
習
の
集
大
成
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
夢

の
あ
る
修
学
旅
行
が
で
き
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
」
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生

徒
を
含
め
た
生
徒
全
員
の
思

い
出
に
な
る
修
学
旅
行
を
実

現
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。


